
 
                        

 

令和８年９月３０日 

報道機関各位                      北九州市港湾空港局 

みなとの魅力向上へ！港湾施設・緑地の活用アイデアを募集 

～新たな賑わい創出に向け、サウンディング調査を実施～ 

 
 

北九州市港湾空港局では、港湾施設や緑地などの利活用を推進するため、 

門司港レトロ地区をはじめ、市内１９箇所を対象として「サウンディング調査  

（対話型市場調査）」を開始します。 

今回の調査では、みなと緑地ＰＰＰ＊１を活用した収益施設の整備など、緑地や水

辺空間の新たな使い方をはじめ、既存の休憩施設の利活用や将来の土地活用につい

ても民間事業者の皆様から広くアイデアを募集します。民間ならではの柔軟な発想

やノウハウを取り入れ、港の空間に新たな使い方や楽しみ方を生み出すことで、今

後のみなとの新たな賑わい創出や施設の魅力向上につなげます。 
 

１ 募集内容 

  みなと緑地ＰＰＰ等を活用した施設の魅力向上に関する提案 

みなと緑地ＰＰＰに限らず、指定管理者制度＊２や事業用定期借地権＊３など

を活用し、港湾施設などの魅力向上に資する事業について、広くアイデア

を募集します。 

※ 調査の詳細につきましては、ホームページをご覧ください。 

ＵＲＬ：https://www.city.kitakyushu.lg.jp/contents/08600027_00004.html 

 

２ 対象施設（次ページ調査箇所図参照） 

  ■ みなと緑地ＰＰＰ等を活用した港湾緑地（１３箇所） 

■  施設の利用転換や将来的な開発の候補地（６箇所） 
 

３ スケジュール 

調査内容の公表  ： 令和８年９月３０日（水） 

申込・提案書の受付 ：  令和８年１０月１３日（火）～令和９年２月１２日（金） 

提案者との個別対話 ：  随時（受付後、個別に調整） 

調査結果概要公表 ： 令和９年３月下旬（予定） 
 

  

「スナＱ」 

市政、経済・金融記者クラブに同時提供 

「スナＱ」 

【お問合せ】 

『港湾緑地：１３箇所』に関すること 

港湾空港局 計画課〔担当：（課長）二見 （係長）福重〕 

電話：０９３-３２１-５９６７ 

 『利用転換・開発候補地：６箇所』に関すること 

港湾空港局 港営課〔担当：（課長）末吉 （係長）刀根、佐藤〕 

電話：０９３-３２１-５９５１ 

 

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/contents/08600027_00004.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ みなと緑地ＰＰＰ活用事例 

若松区の響灘南緑地において、労働環境の改善や地域の魅力向上を目的として、

事業者である株式会社ビートルエンジニアリングが飲食施設の整備を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 用語解説 

＊１ みなと緑地ＰＰＰ  
みなと緑地ＰＰＰとは、港湾緑地等において、収益施設（カフェ等）の整備と当

該施設から得られる収益を還元して緑地等のリニューアル、維持管理等を行う民間
事業者に対し、緑地等の行政財産の貸付を可能とする認定制度です。 
 

＊２ 指定管理者制度   
 指定管理者制度とは、民間事業者やＮＰＯなどの人的資源やノウハウを活用し、
市民サービスの向上や施設の管理運営の効率化などを図るため、地方公共団体が指

定する者（指定管理者）に公の施設の管理を委託する制度です。 
 
＊３ 事業用定期借地権  
事業用定期借地権とは、事業の用に供する建物の所有を目的として、土地を一定

期間貸し付ける定期借地権のひとつです。 

４ 調査箇所図 
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響灘東地区

位 置 図 整備イメージ図（令和 9 年４月完成予定） 


